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研究成果の概要（和文）：甘味受容体は当初舌、口腔粘膜などの味蕾の味細胞に発見されたが、

味蕾のみならず、消化器系を含む多臓器に発現することを証明した。 

 
研究成果の概要（英文）：T1R family members, T1R1, T1R2 and T1R3 were, at first, discovered 
and identified in taste cells in taste buds located on the tongue and oral epithelium. 
This study demonstrated that the T1R family members are also expressed in various organs 
in the body, including the gastrointestinal tract. 
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１．研究開始当初の背景 
甘味受容体は当初舌、口腔粘膜などの味蕾の

味細胞に発見されたが、味蕾のみならず、消
化器系を含む多臓器に発現する可能性が, 
示唆されていた。 
 

２．研究の目的 
 消化器系を含む味蕾以外の臓器での味覚受
容機構を形態学的、遺伝学的に明らかにする
こと。 
 
３．研究の方法 
形態学的解析のために、免疫組織化学、免疫
電顕、in situ hybridization. 
遺伝的解析のために、RT-PCR 

 
４．研究成果 

味覚の感受は元来、舌や口腔の味蕾の味細

胞の膜蛋白質である、味覚受容蛋白質で受容

されるものと考えられており、この受容蛋白

質には、甘味や旨味を感受するT1Rファミリー

と、苦味を感受するT2Rファミリー、さらに酸

味、塩味などのリセプターが存在することが

わかっている。 

本研究は味覚受容体のうち、とりわけ甘味

、旨味を受容に関わるT1Rファミリーに注目し

、これが味蕾のみならず、消化器系を含む多
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くの臓器で発現することを明らかにした。 

T1Rファミリーの味覚受容蛋白質は、当初舌

の味細胞で発見されたが、味蕾以外の臓器に

も発現しており、その広い分布から、味覚の

受容のみならず、血中の糖などの感知にもか

かわっている可能性が示唆された。 

さらに、これらの臓器で発現しているT1R

ファミリー分子のシークエンスを解析した結

果、解析した範囲内では、味蕾のT1R分子のシ

ークエンスと完全に一致することを明らかに

した。 
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